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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
濃
度
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
核
種
が
あ
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
濃
度
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
核
種
が
あ
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
東
京
電
力
が
「
考
察
・
ま
と
め
」
で
示
し
た
①
②
の
考
え
方
」
は
、
令
和
元
年
六
月
十
七
日
に
開
催
し
た
原

子
力
規
制
委
員
会
特
定
原
子
力
施
設
監
視
・
評
価
検
討
会
（
以
下
「
監
視
・
評
価
検
討
会
」
と
い
う
。
）
第
七
十
二
回
会
合

に
お
い
て
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
以
下
「
東
京
電
力
」
と
い
う
。
）
が
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
「
今
後
も
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
取
扱
い
に
お
い
て
維
持
さ
れ
る
」
か
に
つ
い
て
は
、
東
京
電
力
が
、
核
原
料
物
質
、

核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
六
十
四
条
の
三
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所 
特
定
原
子
力
施
設
に
係
る
実
施
計
画
」
（
令
和
二
年
五
月
二
十
七
日
付
け
変

更
認
可
。
以
下
「
実
施
計
画
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
の
取
扱
い
に
係
る
実
施
計
画
の
変
更
の

認
可
の
申
請
書
を
提
出
す
れ
ば
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
審
査
す
る
こ
と
と
な
る
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

監
視
・
評
価
検
討
会
第
七
十
二
回
会
合
に
お
い
て
、
東
京
電
力
が
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
東
京
電
力
は
全
タ
ン
ク
を
測
定



 

２ 

 

し
、
告
示
比
総
和
に
Ｃ

１
４
を
考
慮
す
る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
こ
と
は
、
原
子
力
規
制
庁
に
お
い
て
把
握
し
て
い
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
は
多
核
種
除
去
設
備
等
に
よ
っ
て
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

原
子
力
災
害
対
策
本
部
の
下
に
設
置
さ
れ
た
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
の
取
扱
い
に
関
す
る
小
委
員
会
が
令
和
二
年
二
月

十
日
に
公
表
し
た
報
告
書
（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
告

示
濃
度
限
度
比
総
和
一
未
満
を
満
た
す
こ
と
を
今
後
の
対
応
方
針
と
し
て
決
定
」
と
さ
れ
て
お
り
、
多
核
種
除
去
設
備
等
処

理
水
の
「
二
次
処
理
」
の
対
象
に
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
ま
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
今
後
も
、
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
広
く

全
国
か
ら
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
書
面
で
の
意
見
募
集
を
行
い
、
ま
た
、
報
告
書
を
踏
ま
え
、
地

元
自
治
体
や
農
林
水
産
業
者
を
始
め
と
し
た
幅
広
い
関
係
者
か
ら
意
見
を
聴
い
て
ま
い
り
た
い
。 

三
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
特
定
原
子
力
施
設
へ
の
指
定
に
際
し
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
対
し
て
求
め
る
措
置



 

３ 

 

を
講
ず
べ
き
事
項
に
つ
い
て
」
は
、
東
京
電
力
に
対
し
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
（
以
下
「
福
島
第
一
原
発
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
特
に
施
設
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
発
災
以
降
発
生
し
た
瓦
礫
や

汚
染
水
等
に
よ
る
敷
地
境
界
に
お
け
る
実
効
線
量
（
施
設
全
体
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
追
加
的
放
出
を
含
む
実
効
線
量
の
評

価
値
）
を
、
平
成
二
十
五
年
三
月
ま
で
に
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
と
す
る
こ
と
」
を
求
め
て
お
り
、
こ
れ
は
平
成
二

十
五
年
三
月
に
達
成
さ
れ
た
。 

 
 

そ
の
後
、
同
年
四
月
に
地
下
貯
水
槽
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
汚
染
水
が
漏
え
い
し
、
こ
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
当
該
汚
染
水

が
敷
地
境
界
近
く
の
タ
ン
ク
に
移
送
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
敷
地
境
界
に
お
け
る
実
効
線
量
（
施
設
全
体
か
ら
の
放
射
性

物
質
の
追
加
的
放
出
を
含
む
実
効
線
量
の
評
価
値
。
以
下
三
の
１
に
つ
い
て
及
び
三
の
３
及
び
４
に
つ
い
て
に
お
い
て
同

じ
。
）
が
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
上
回
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
更
な
る
線
量
低
減
対
策
等
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
、
平
成
二
十
八
年
三
月
に
再
度
敷
地
境
界
に
お
け
る
実
効
線
量
が
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
と
な
っ
た
。 

三
の
２
に
つ
い
て 

 
 

原
子
力
規
制
庁
に
お
い
て
、
福
島
第
一
原
発
の
敷
地
か
ら
く
み
上
げ
た
地
下
水
等
の
排
水
に
起
因
す
る
実
効
線
量
が
年
間

〇
・
二
二
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。 



 

４ 

 

 
 

ま
た
、
実
施
計
画
に
お
い
て
、
当
該
敷
地
か
ら
く
み
上
げ
た
地
下
水
等
の
排
水
以
外
に
起
因
す
る
年
間
の
当
該
敷
地
境
界

に
お
け
る
実
効
線
量
の
内
訳
に
つ
い
て
、
気
体
廃
棄
物
放
出
に
起
因
す
る
実
効
線
量
が
年
間
約
〇
・
〇
三
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、

敷
地
内
各
施
設
か
ら
の
直
接
線
及
び
ス
カ
イ
シ
ャ
イ
ン
に
起
因
す
る
実
効
線
量
が
年
間
約
〇
・
五
九
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
構

内
散
水
し
た
せ
き
内
雨
水
の
処
理
済
水
の
ト
リ
チ
ウ
ム
の
吸
入
摂
取
に
起
因
す
る
実
効
線
量
が
年
間
約
〇
・
〇
三
三
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
、
構
内
散
水
し
た
第
五
号
機
及
び
第
六
号
機
滞
留
水
の
処
理
済
水
の
地
表
に
沈
着
し
た
放
射
性
物
質
か
ら
の
ガ
ン

マ
線
に
起
因
す
る
実
効
線
量
が
年
間
約
〇
・
〇
四
二
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
原
子
力
規
制
庁
に

お
い
て
確
認
し
て
い
る
。 

三
の
３
及
び
４
に
つ
い
て 

 
 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
東
京
電
力
に
対
し
て
、
敷
地
境
界
に
お
け
る
実
効
線
量
を
、
年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
と

す
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
の
処
分
は
、
こ
れ
を
満
た
す
範
囲
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
液
体
廃
棄
物
の
排
水
に
起
因
す
る
実
効
線
量
の
内
訳
は
年
〇
・
二
二
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
内
」
に
つ

い
て
は
、
東
京
電
力
が
、
実
施
計
画
に
お
い
て
、
ト
リ
チ
ウ
ム
を
一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
千
五
百
ベ
ク
レ
ル
と
す
る
等
の
運
用



 

５ 

 

目
標
を
満
足
す
る
よ
う
に
、
敷
地
内
で
く
み
上
げ
た
地
下
水
等
を
排
水
す
る
場
合
に
関
す
る
実
効
線
量
で
あ
り
、
多
核
種
除

去
設
備
等
処
理
水
を
処
分
す
る
場
合
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。 


